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研究会報告
有効場理論におけるmode-lockingの問題と量子不可逆性
mode-lockingの問題とは､導出したバリステック系の有効場理論にWigner-Dyson相関を与え
る物理的な零モー ドに加えて､非物理的な零モードが存在するという問題である聞｡この間題は､
バリスティック系に対する有効場理論の妥当性とアンサンブル平均の必要性と深くかかわってい
て､現在なお論争中の問題である｡バリステック系の有効場理論は､等エネルギー面上で定義さ
れた場Qにより記述される｡非物理的零モー ドはエネルギー方向のものであり､結局､古典位相
空間ではエネルギー方向に連続的な等価性があることに起因する｡ しかし量子論においては､離
散的準位の存在が示す通り､エネルギー方向の連続対称性は存在しないはずである｡そのため､
mode-lockingの問題は､系の量子性(エネルギー準位の離散性)を正しく考慮していないことに起
因するartifactであろうと､筆者は憶測している｡
状況を把握するには､β-1/2スピンとの類推が有用である｡スピン波理論で課せられる束縛条
件 n･n-1はスピン演算子の量子的性質S･S-撃h2p(2-p)(ただしp-両 )に起因する｡
微視的にみるとスピン振幅はβ-1の時のみ非零であり､粗視化を導入することにより値が繰り
込まれる｡超行列非線形cr模型に現れるQという場は､スピン演算千(を随伴表示したもの)なの
で､βをDOS演算子と読み替えることにより､Qに対してもスピン演算子と同様な量子的束縛条
件が存在することを示唆する(これは古典論から見れば量子化条件である)｡従って､mode-locking
の問題とは､Qが位相空間全体では定義されていない点を考慮すれば解決できるものを考えてい
る｡ それに関連し､｢量子的不可逆性｣の現象も､(古典的)運動方程式が量子的束縛条件を完全
には満たしていないことにより現れる､量子現象であると理解することができる｡
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